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緒   言 

 

 乳牛の疾病の中で乳房炎による経済的損失は大

きく、平成30年度農林水産省家畜共済統計表によ

ると、乳用牛に係る疾病傷害共済事故件数3,949件

のうち、乳房炎は772件で約20％を占めており、乳

房炎対策は酪農業における喫緊の課題である。乳

房炎はその多くが細菌感染によるものであり、治

療に多くの抗生剤が使用されているが、近年多剤

耐性菌が問題になっているため抗生剤使用を低減

する必要がある。 

一方で、乳用牛を健全に育成するうえで微生物

飼料(プロバイオティクス飼料)を用いた飼養管理

は有効であると報告されている１)。乳房炎発症予

防にはプロバイオティクス飼料の１つである枯草

菌が有用であり、分娩直後に毎年繰り返し乳房炎

を発症する経産牛に分娩１カ月前から枯草菌を給

与したところ、乳汁中体細胞数が有意に低下した

との報告がある２)。 

そこで本研究では初産牛へ枯草菌を給与し、乳

房炎の発症予防効果および乳量・乳成分への影響

を検討した。 

 

材料および方法 

 

(１) 試験区分および試験頭数 

 当畜産研究所で飼養しているホルスタイン種の

初産牛で、2020年５月 24日から 2022年 12月 13

日にかけて行った。なお試験は、枯草菌を給与し

ない対照区５頭、給与する試験区 12 頭の合計 17

頭を供試した(表１)。 

試験区では、分娩予定日 1ヵ月前から分娩後 90

日まで枯草菌 BS1C(カルスポリン(1.5×108CFU) 

アサヒバイオサイクル株式会社)を朝晩 20gずつ、

ホルスタイン種初産牛において、微生物飼料(プロバイオティクス飼料)の１つである枯草

菌給与による乳房炎の発症予防効果および乳量・乳成分への影響を検討した。 

本試験では枯草菌を給与する試験区と給与しない対照区を設定した。試験区には分娩予定

日の１カ月前から朝晩 20g ずつ枯草菌を給与し、分娩後 90 日間の乳量、分娩後８日から 90

日間の体細胞数および乳成分を測定した。 

１ 乳量は有意差が認められなかった。 

２ 体細胞数は対照区で有意に低かったが、産後治療を行った牛を除外して検定を行ったと

ころ、有意差は認められなかった。 

３ 乳成分では産後治療を行った牛を除外して t 検定を行ったところ、乳蛋白、乳糖、無脂

固形分および BHB は試験区が有意に低く、乳脂肪、MUN および FFA は有意差が認められ

なかった。 
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1日 40gを配合飼料給与時に添加した。 

 

表１ 試験牛頭数 

 

 

(２) 調査項目  

乳汁は対照区、試験区ともに平日の搾乳時に前

絞り乳汁を分房ごとに 40mlずつ、分娩後 90日間

採取した。採取した乳汁は岡山県生乳検査センタ

ーに依頼して乳汁中体細胞数および乳成分(乳脂

肪、乳蛋白、乳糖、無脂固形分、乳中尿素態窒素

(MUN)、βヒドロキシ酪酸(BHB)、乳中遊離脂肪酸

(FFA))を測定した。乳房炎発症牛の判定は、分娩

後 20 日以降で乳汁中体細胞数が 30 万個/mL 以上

で乳房炎発症牛と判定した。 

なお、各項目の有意差判定は t検定により行い、

体細胞および乳成分については分娩後７日まで常

乳と著しく成分が異なるため、除外してｔ検定を

行った３)。 

 

結   果 

 

(１) 体細胞数の推移 

 体細胞数の推移は図１および図２のとおりで、

対照区が有意に低かった(ｐ＜0.05)。 

 

 

図１ 体細胞数の比較 

 

 

図２ 体細胞数の推移 

 

(２)産後治療を行った牛を除外した際の体細胞 

数の推移 

 難産などにより産後治療を行った牛を除外した

際の体細胞数の推移は図３および図４のとおりで、

有意差は認められなかった。 

 

 

図３ 産後治療を行った牛を除外した場合の体細 

胞数の比較 

 

 

図４ 産後治療を行った牛を除外した場合の体細 

胞数の推移 

 

(３) 乳量の比較 

 乳量の比較は図５および図６のとおりで、有意

差は認められなかった。(ｐ＜0.05)。 

 

対照区
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図５ 乳量の比較 

 

 

図６ 乳量の推移 

 

(４)産後治療を行った牛を除外した際の乳成分 

の推移 

 乳成分の測定結果を図７から図 20に示した。 

乳脂肪、MUN および FFA は有意差が認められな

かったが、乳蛋白、乳糖、無脂固形分および BHB

は試験区が有意に低かった(ｐ＜0.05)。 

 

 

図７ 乳脂肪の比較 

 

 

図８ 乳脂肪の推移 

 

 

図９ MUNの比較 

 

 

図 10 MUNの推移 

 

 

図 11 FFAの比較 
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図 12 FFAの推移 

 

 

図 13 乳蛋白の比較 

 

 

図 14 乳蛋白の推移 

 

 

図 15 乳糖の比較 

 

 

図 16 乳糖の推移 

 

 

図 17 無脂固形分の比較 

 

 

図 18 無脂固形分の推移 

 

 

図 19 BHBの比較 
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図 20 BHBの推移 

 

 

 

考   察 

 

枯草菌を乳牛に給与することにより、末梢血顆

粒球が有するシクロフェリンＡに対する感受性が

低下するとの報告がある２)。シクロフェリン A は

主に上皮細胞から分泌され、免疫細胞を遊走させ

る白血球遊走因子として知られており、乳頭口か

らシクロフェリン Aを注入することで乳房炎炎症

が誘導される可能性があるという報告もある。４) 

今回の試験では 体細胞数は対照区で有意に低

くかった。また、試験区のうち２頭は分娩後産後

治療を行っており、これらの牛を除外して検定を

行ったところ有意差は認められなかった。 

乳房炎は乳頭口から乳房内に病原菌が侵入し、

細菌感染することによって引き起こされる。病原

菌が乳頭口から侵入する要因は様々であり、畜舎

環境や搾乳環境、搾乳手技および生体の防御機能

など複数の要因が重なって乳房炎に感染する。５)

６)今回試験区で乳房炎を発症した２頭は難産など

により分娩後食欲低下の影響で生体の防御機能が

低下し、体細胞数が上昇し乳房炎が発症したと考

えられ、枯草菌の効果は認められなかった。 

なお、本研究は令和 2年日本中央競馬会畜産振

興事業「乳牛の乳房炎発症予防法開発事業」の支

援を受けて実施しており、全国データでは枯草菌

給与による乳房炎予防効果は認められている。 
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